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会議録（分科会） 

令和４年度 芳賀町学校運営協議会(分科会)会議録 

日 時 令和４年 ７月 ７日（木）    １３：３０ ～ １５：００ 

場 所 芳賀中学校 多目的室 

出席者 

［学校運営協議会委員］ 

野澤 儀之、稲川 浩司、岡田由美子、岩﨑 進、小山 佳子、今井 由佳 

 岩村 智織、古谷 康典、広田マリ子、齋藤 裕美、手塚 真、黒﨑 浩一 

 水沼 一彦 

 （協議会委員出席 １３名） 

［学校関係出席者］ 

 山本 守、栁 利道、大根田 聡、鶴見 優希    （学校関係者出席  ４名） 

司 会 教頭 書 記 教頭 

概 要 
１ 開会 ２ 校長あいさつ（学校の様子） ３ 自己紹介 

４ 地域と共にある学校づくりに関する意見交換 ５ 閉会 

協議事項 

○ 校長あいさつ 

∙ 夏季休業中の新型コロナウイルス感染症拡大が心配 

∙ 宿泊関係行事の報告 

∙ 総合体育大会が、開催される連絡など 

 

○ 自己紹介の中での質問事項 

① 学力向上について、以前はテスト前勉強会を実施していたが、今後やらないのか。 

② 今年度、職場体験学習はやるのか 

③ 外部に出るボランティア活動への参加について、学校側はどう考えているのか 

 

○ 地域と共にある学校づくりに関する意見交換 

 校長より、５点説明 ア 体育祭の開催方法について イ プロジェクトＨ２ ウ はがまるふる

さと大学 エ 竹灯り、学校支援ボランティア オ 部活動の地域移行 

 質問事項への回答 

① テスト前勉強会は、なくなった経緯を確認する。 

② 職場体験学習は実施予定（マイ・チャレンジ体験活動は、１１／３０～１２／２の３日間で実

施予定） 

③ 外部に出るボランティア活動は、学校としては進んで行かせたい意向だが、新型コロナウイル 

ス感染症のため、無理には行くようにさせられない。募集を行い、希望者を募りたい。 

ア 体育祭について 

∙ 来年以降、暑さ対策、郡市春季大会も無くなるなどの理由のため１学期実施を検討。 

◇ 秋は行事が多いので、賢明な判断だと思う。 

◇ 早めに予定を出し、周知してくれればよい。自治会も、土曜日は特に問題ない。町の行事に
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係らなければ問題ない。農繁期を外してほしい。 

◇ 人数制限を緩和することについては、良いとの評価。 

イ プロジェクトＨ２について 

∙ 費用捻出のためのアルミ缶回収について、生徒主体で行っているが、今後地域と共に回収を

図る方法を検討する。地域も協力したい。（いっしょにやりたい） 

◇ 花火の周知方法の工夫を。地域の中には、知らない方もいた。集まらずに見るように告知し

たらどうか。 

ウ はがまるふるさと大学について 

∙ 総合的な学習の時間と関連して進めていく予定 

∙ １年「地域に生きる」２年「自分らしく生きる（職場体験）」３年「未来に生きる（SDG’s）」

のテーマで、自分たちは何ができるかを考える予定。 

エ 竹灯り、学校支援ボランティアについて 

∙ グルミネーション←アート部が竹灯りで参加。（若山農場、町商工会に協力依頼したい。） 

∙ 新型コロナウイルス感染症がおさまってくれば、音楽や技術で学習支援ボランティアを再開

する予定。 

◇ 地域の方でも、町の行事に様々な形で参加する予定である。 

オ 部活動の地域移行について 

∙ ２０２３年から、中体連の大会に一般クラブの参加が認められる。 

∙ ２０２５年には、土日の部活動が、地域に移行する予定。 

∙ ２０２５年までに、地域の指導者などをしぼりこむ必要がある。（町と学校で進めるように

話がある。） 

カ その他 

◇ 部活動の大会結果を新聞などに掲載してもらうのはどうか。（子供たちのがんばりを広めた

い。） 

◇ 登下校などで、自動車が横断歩道で止まったときに、会釈をしない生徒が多い。会釈をする

ように指導をしてほしい。 

◇ プレーパークは、コロナ前は、のべ８００人利用していた。 

◇ ６月にあった不審者について、地域で（学校教育課も）見守りの呼びかけしたらどうか。犯

人が嫌なことは、地元の人が話をしていることだ。 

 


